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第３節竪穴住居跡２３

第３節竪穴住居跡

検出された住居跡は１０軒である。1軒は平安時代のものであるが、あとは、すべて縄文時代中期の

ものである。検出された順に遺構番号をつけた。住居跡については番号順に記述する。

第１号住居跡（第14図、図版３）

〈遺構の位置〉Ｇ８区・Ｈ８区に位置する。

〈平面形･規模>一辺が約５ｍの隅丸方形を呈する。床面積約24.1,2．主軸方向はＮ－４８ｏ－Ｗである。

〈覆土〉ｌ層、黒褐色士層。２層、黒色土層。３層は岩石が連なる礫層の地山。

この近辺は全体が畑で、縄文土器片は出土するが、住居跡の検出は困難と考えられた。しかし、Ｈ

８区を掘削中灰釉陶器が出土し、それに続いて住居跡の壁面と推定できる掘込み、及び「かまど」と

推測される石組を検出し住居跡と想定した。残る覆土は全面黒褐色で、北側と東側一部で色調の違う

地層から遺構全体のプランを推測した。幸い「かまど」周辺で赤士（ローム）を、叩き締めた床面が

検出されたので、その床面を追求しながら想定したプラン内を掘削した。

〈床面・壁＞叩き締めの床面は北西部３分の１しか残存せず、また、奥壁の高さ36～40ｃｍと全面残存

していたが、東壁は最大40cmで次第に消滅し、他の壁面は検出不可能であった。従って、遺構全体の

プランは正確に把握できなかった。

〈柱穴〉柱穴はＰ,、Ｐ２で、「かまど」を中心に左右に検出された。２本の柱穴は径30cm、深さ15cmで

あった。他の柱穴は床面が黒色士層で硬化面もみられず検出できなかった。遺構の中央近くで炭化材

（御用松か樅の木）が出土した。従って、火災にあった可能性も否定できない。

〈かまど〉石組の「かまど」跡とそれに伴う煙道口もはっきり検出できた。「かまど」は奥壁中央部に

向かって30個以上の角礫を使用して築かれていたが､崩壊が激しく全容を捉えることはできなかった。

最終的に検出された範囲で確認できたのは、焚口から奥壁の立ち上がりまで、緩やかな傾斜で登り、

全長１１０cmであった。「かまど」の床面には焼けた角礫と焼土（明赤褐色）があり、焼士の深呑は８ｃｍ

であった。煙道は壁面で急角度（約80｡）で立ち上がり、煙道口の径は24cmであった。煙道は遣存度が

良く煤状の土が柔らかく詰まっていた。袖石は確認できなかったが、角礫を粘土で固めたと思われる

痕跡がわずかに認められた。焚口から40cm程の所で、中央よりやや外れるが、８cm四方の支脚と思わ

れる－部焼けている石が直立しているのが観察でき、高さ20cmを測るが途中で折れており全長は不明

である。

〈出土遺物>出士した遺物としては灰釉陶器がある。時期は美濃編年の光ヶ丘－１～大原－２であり、

墨書土器（第32図１～４.図版７）や土師器も出土している。

〈時代〉１０世紀中葉以後である。



2４第３章遺構

○

|･
｢￣、
ｂＪ
ｂ－

'○

【グ ｐ－Ｆ－宅

露
。

＆し，b－ｇ
０

,易底部ｍＩＩ＝
－Ｂ′

ハー||轡｡ ｏ
Ｐ－２

｡ －Ａ′

ご北Ｉ
力底蔀ｒ４１ｆ壼冒 □

｡'＞(1)「

薑壽
０

。

Ｉ｡(１１）

|父×６
＄

３四
００

０

□

０
１

０ ０￣￣￣－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－-－－－--－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

Ｏ

ｏＥＤは土器の出土分布（）の数字は土器の番号
≦

、
『
＠
・
ｍ
ｍ

ｌ
ｏ
、

879 ７４ｍ

Ｂ′
Ｂ－

〃

879.55ｍ

－Ａ′
Ａ－

０ ２ｍ

８７９．７２ｍ

－，′
、－

謹二i三三二＝ｌ暗褐色（l0YR3/3）

２黒色（l0YR2/1）

３赤褐色（lOYR4/6）
４晩褐色（l0YR3/4）
５明赤褐色（5ＹＲ４/8）

、

かまど断面図
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第16図第２号住居跡出土遺物分布図

第２号住居跡（第15図、図版３）

〈遺構の位置〉Ｍ６区・Ｎ６区に位置する。

〈平面形･規模＞南北の径は3.2ｍでプランは楕円形状を呈するが、南方約３分の１以上は削り取られ

ていて、プランの全容を把握することはできなかった。主軸方向はＮ－ｌＯｏ－Ｅである。

〈覆土〉何か所かに庭木が植えてあり、ほとんど黒褐色の撹乱層であった。

〈床面･壁〉本住居は第９号住居跡の床面（ローム層）を掘り込んで作られており、全体に良くしまっ

ており、高低差はほとんどなく平坦である。壁は検出面で６～10ｃｍと浅かったが、しっかり残存して

いた。

〈柱穴＞ピットは11基検出されたが、主柱穴はＰ,．Ｐ4．Ｐ５・Ｐ６でそれぞれの深さ３４．３８．３６．２０cmを

測る。他のピットについては第９号住居跡と重なっているためはっきりしない。

〈炉阯〉炉の位置はやや北に偏るが、内法は60×40cmの石囲炉で、深さは１０cmで床面より少し低い程

度である。炉石はすべて研磨されたように滑らか〈、かなり長期にわたり使用されたと考えられる。

床面にはよく焼けた石が数個あり、士はかなり焼けて赤褐色化していた。点線で表してある２個の石

は意図的に抜かれたと考えられ、その痕跡は明確であった。

〈出土遺物＞遺物は比較的多く、石器としては大型石棒（第41図・図版３）や、三脚石器等も出土し

ている。床面直上でまとまって出土した土器（第37図・図版９）は、加曽利Ｅ式の影響を受けたもの

であり、また、里木11式類似の土器もほぼ器形が復元できた（第36図76.図版９）。また、その他、唐
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草文系の11～Ⅲ期に類似した土器片も出土している。

〈時期＞縄文中期後葉である。

第３号住居跡（第17図、図版４）

〈遺構の位置〉Pl2区・Ql3区に位置する。

〈平面形・規模〉４．２×3.25ｍの楕円形のプランを呈する。床面積10.69m?、主軸方向ははっきりしな

い。

〈覆士〉黒褐色、灰黄褐色、暗褐色等少し*占性のある士層でやや複雑である。

〈床面・壁〉床面は平坦ではあるが、あまり硬化していない。壁面の高さは約15～20cmで、あまり差

はない。

〈柱穴＞柱穴は５か所検出された。主柱穴はＰ1．Ｐ２・Ｐ５と推定される。Ｐ３・Ｐ４は入口の柱穴と推定し
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たいがはっきりしない。深さは８～１５cmである。

〈炉跡〉なし。

〈出土遺物〉遺物の出土は少ないが、少しかわった爬虫類の頭部と考えられる把手（第42図11）と、

中央部よりやや西寄りに唐草文系１期類似の土器約３分の１（第42図１．図版４）が逆位の状態で埋

められていた。

〈時代〉縄文中期後葉である。

第４号住居跡（第18図、図版４）

〈遺構の位置〉第３号住居跡の西、Ｐ13区に位置する。

〈平面形・規模〉3.05×2.30ｍのやや楕円形のプランを呈する。面積は5.45m？。

〈覆土〉黒褐色、暗褐色士層である。

〈床面・壁〉床面ははっきりしているが締まりがない。南に少し傾いている。壁面の高さは20～30ｃｍ

で掘込みははっきりしている。

〈柱穴〉柱穴は４か所確認されたが不均合な点が感じられる。深さは５～10cmである。

〈炉跡〉無し。

〈出土遺物〉無し。

〈時期〉不明。
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第５号住居跡（第19図、図版４）

〈遺構の位置〉Ｋ６区に位置する。

〈平面形・規模＞約３．１０×2.95ｍの楕円形のプランを呈する。面積は推定で5.35m`。

〈覆土＞黒褐色、暗褐色、黄褐色士層である。

〈床面・壁〉床面は南に緩やかに傾斜しているがはっきりしている。締まりはあまりない。北の壁は

緩やかに立ち上がり、高さ48cmを測るが、南に向かい低くなり、壁面の南３分の１は完全に破壊され

ていて全貌を把握することはできなかった。

〈柱穴＞ピットは６か所で検出されたが、不均合で主柱穴は検討を要する。深さは５～１５cmである。

〈炉跡〉無し。

〈出土遺物＞早期押型文士器が５点（第43図、図版12）出土している。

〈時期＞縄文早期である。
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第６号住居跡（第21図、図版４）

〈遺構の位置〉Ｌ６区に位置する。

〈平面形・規模＞2.84×2.88ｍのほぼ円形を呈する。床面積4.62m，、主軸方向はＮ－５０ｏ－Ｅである。

〈覆土＞プランが確認された段階で上層部には第20図のように、意図的に投げ込まれたと推定される

岩石で覆われていた。掘削する段階でも比較的多くの岩石が、遺物と共に混入していた。土層は大き

くは２層でｌ層黒色士層、２層暗褐色士層であるが、中に少量の褐灰色士層・灰黄褐色士層が混入し

ている。

〈床面・壁〉黄褐色の地山（ローム層）を掘り込んで作られており、小礫が認められるがよく締って

いる。しかし、東方面から大きな自然石が入り込んで、床面積を狭めている。

壁はすべて検出され、北側30、東側30、南側26、西側40cmである。壁面は床面と同じ士層であり拳

大、もしくはそれ以下の礫がかなり入っている。

〈柱穴・士坑〉柱穴は４基検出ざれ径１４～24cm、深さ１０～18cmであり、配置も考え合わせると、主柱

穴と考えられる。

士坑ｌは炉のやや北側に床面を掘り込み径60cm、深さ１６cmのほぼ円形で内部から東海系の土器片が

出土した。

〈炉跡〉住居跡の中央に位置する。４個の偏平な石と３個の角礫を用いた石囲炉である。石囲いの内

法は南北30cm、東西38cmである。西側の礫は相対する東側のそれより約10cm高く置かれ奥壁が意識さ

れる。炉跡の内部は床面から８cm掘り下げられているが、断面はほぼ水平である。覆土は暗褐色士の

みであった。底面は赤褐色士層で、火熱による変化と認められるがあまり顕著でない。

〈石壇〉石壇は６個の偏平な石を炉

Ｉβ---の北西に2列に配列し幅40.m､長さ

！
の北西に２列に配列し幅40cm、長さ

１１０cmである。また、南東側にも意図

的と推定できる配石が見られる。石

囲炉の左右に石壇等の配石があるの

は珍しく注目したい。

〈出土遺物＞東海系キャリパー型土

器（第45図32.図版１３)、唐草文系Ⅱ

～Ⅲ期の土器や同様の土器片も出土

している。石器は石鑑やミニチュア

の石m等が出土している。

〈時期＞縄文中期後葉である。
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第20図発掘前の第６号住居跡表土
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第21図第６号住居跡

第７号住居跡（第23図、図版５）

〈遺構の位置〉Ｌ６区に位置する。

〈平面形・規模〉２．８×２．４ｍのほぼ円形を呈する。床面積5.98m２，主軸方向は柄鏡型住居と仮定すれ

ばＮ－１５゜~Ｅである。

〈覆土＞プランが確認された段階で、第６号住居跡と同様に意図的に投入されたと思われる多くの岩

石で覆われていた。従って、内部も同様に比較的、多くの岩石が混入していた。士層は灰黄褐色、黄

褐色、黒褐色、暗褐色士層等である。

〈床面・壁＞黄褐色の地山（ローム層）を掘り込んで作られており、礫もほとんど無くよく締まって

いて、ほとんど平坦である。壁はすべて検出され'O～30cmであった。
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第22図第６号住居跡出土遺物分布図

〈柱穴>柱穴は６基検出された。主柱穴は配置から考えるとＰｌ～Ｐ５で、深さは８～10cm、特にＰ３～Ｐ５

は角礫で柱を固定したと思われる。

〈炉跡〉無し。

〈出土遺物＞石器では石鍼、打製石斧等、土器ではあまり多い量ではないが唐草文系11～Ⅲ期のもの

が出士している。なお、栗と思われる炭化物が30～40個出土している。

〈時期＞縄文中期後葉である。

第８号住居跡（第25図、図版５）

〈遺構の位置〉Ｌ５区・Ｌ６区に位置する。

〈平面形･規模>約3.20×3.0ｍの隅丸方形を呈する。床面積は推定9.56m，、主軸方向はＮ－３０ｏ－Ｅで

ある。

〈覆土〉プランが確認された段階で西方約２分の１は削平されていたが、第６号住居跡と同様に岩石

が意図的に投入されていたいたことが推定された。従って、覆土の中にも相応の岩石が混入していた。

土層は、にぶい黄褐色、黒褐色、暗褐色土層等である。

〈床面・壁〉黄褐色の地山（ローム層）を掘り込んで作られており、礫もほとんど無くよく締まって

いて、ほとんど平坦である。床面は南側が－部削平されており、全面検出はできなかった。壁面は北

側ではそのほとんどが検出でき、高い所では54cmとはっきりしていたが､南側へと次第に低くなり（削

平されていて)、約２分の１近くは検出することはできなかった。

〈柱穴・周溝〉柱穴は１１基検出された。P6P1oは主柱穴と考えられるが、他のピットについては－度

建て替えがあったのかはっきりしない｡Ｐ7．Ｐ８は入口の主柱であろう。周溝は入口方向に見られ幅８

cm、深さ６cmであった。
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第23図第７号住居跡

〈炉跡〉中央よりやや南寄りの位置にあり、方形の石囲い土器敷き炉である。内法は南北52cm、東西

40cm、深さ28cmである。入口側の偏平な石は６か所に割れ目が入っている。奥壁の石は壊れていて少

し低くなっていた。炉内底部には一面に割られた土器が敷き詰められていた。土器は内側を上にして

敷かれていたが、一部に煮こぼれの焦付と思える炭化物が付着していた。炉内覆土は黒色士、黒褐色

士等であったが低部は炭と灰混じりの層であった。土器の下は５cm程深くまで焼けていたが、直接焼

けたのではなく、土器の上から焼けたものと思われ、炭や灰は認められなかった。さらに士器との間

にはすき間があり、木の根もかなり入り込んでいた。

〈出土遺物＞石器と土器が出土している。石器は石鍼、打製石斧、凹石等である。土器は信州系の土

器を中心に数十片出士しているが、炉内に敷かれていた唐草文系Ⅱ期の土器（第52図１８、図版17）が

時期を決めると言えよう。

〈時期〉縄文中期後葉唐草文系Ⅱ期である。
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第24図第７号住居跡出土遺物分布図

第９号住居跡（第15図・図版３）

〈遺構の位置〉Ｎ６区に位置する。

〈平面形・規模〉北側及び、西側に－部残存するが、大部分は第２号住居跡により削平され不明。

〈覆土＞黒褐色の撹乱層。

〈床面・壁＞第２号住居跡の西側に残存し、黄褐色で締まっている。しかし、プランがはっきりせず

床面積不明。北側の壁面で約１０cmの立ち上がりで長さ１．４ｍが検出されたのみである。

〈柱穴〉４か所ほぼ平面で検出された。柱穴は第２号住居跡の続きでＰ１２．Ｐ１３．Ｐ１４．P15であり、深

さは１４～１８cmである。第２号住居跡のピットとの区別は難しい。

〈出土遺物＞撹乱されたことにより第２号住居跡の遺物が混入していたが、第９号住居跡の床面には

りつくように新崎Ⅱ式の土器が約４分の１以上出土した（第57図１８.図版17)。この土器は、第９号住

居跡が廃棄された後も、動いていないと判断できた。また狢沢式比定の土器片も何点か出土した。

〈時期〉縄文中期前葉で新崎Ⅱ式が指標となろう。

第10号住居跡（第27図・図版５）

〈遺構の位置〉Ｌ７区・Ｌ８区に位置する。

〈平面形・規模＞プラン・床面積不明。主軸方向Ｎ－４０ｏ－Ｅ。

〈覆土＞水田の敷（赤褐色士層）

〈床面･壁〉床面は黄褐色の地山（ローム層）を掘り込んだと推測できる。平坦でよく締まっている。

床面はすべて検出されたが、壁は水田普請の際完全に削平されてしまったのであろう。

〈柱穴〉主柱穴４基が検出された。深さは16～24cmである。

〈炉跡>中央より西側に位置する。角礫を用いた石囲炉である。内法は34×24cm、深さは15cmである。
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